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１ こども未来部長あいさつ 

 

 

２ 報告 

（１）第１回委員会における要望について 

 

（２）令和７年度児童館の現状報告について《資料１》 

 

（３）令和７年度児童館・子育て支援室利用状況について《資料２》 

 

（４）児童館利用者アンケートについて《資料３》 

 

 

３ 議題 

（１）令和８年度 児童館活動方針・活動目標（案）について《資料４》 

 

（２）令和８年度 児童館サークル活動・行事計画（案）について《資料５》 

 

（３）令和８年度 児童館の子育て支援（案）について《資料６》 

 

 

４ その他 
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小牧市民憲章

一、健康で生きがいのある 明るいまちにしましょう。
一、感謝と思いやりのある あたたかいまちにしましょう。
一、緑とやすらぎのある 美しいまちにしましょう。
一、高い文化と教養のある 豊かなまちにしましょう。
一、希望と働く喜びのある 活気あふれるまちにしましょう。

一、こどもの夢への挑戦を応援することで元気になるまち
一、世代を越えて市民のつながりが生まれるまち
一、支え合うことでさらに住みよくなっていくまち

市制施行30周年

小牧市民憲章は、市民の道しるべとして、健康で明るい生活を送るため、ま
た、市民一人ひとりの心構えや果たすべき役割を明確化し、心ふれあう豊かな
社会を形成するため、小牧市制施行30周年を記念し、昭和60年5月15日に制
定されました。

私たちは、こどもの夢への挑戦をまち全体で応援することで、こどもを中心に
世代を越えて市民がつながり、支え合う、すべての市民が暮らしやすい、あたた
かいまちになっていくと確信します。
そこで、私たち小牧市民は、

このようなまちの実現に向け、小牧市を「こども夢・チャレンジNo.1都市」と
することを、ここに宣言します。

こども夢・チャレンジNo.１都市宣言は、小牧市の特徴である「子育て支援が
充実している」姿を一層高め、「こどもを中心に世代を越えて市民がつながり、
支え合う、すべての市民が暮らしやすい、あたたかいまち」を小牧市全体で目指
し、市内外に発信していくため、小牧市制施行60周年を記念し、平成27年5月
17日に宣言しました。

わたくしたち小牧市民は、小牧を

こども夢・チャレンジ No.1 都市宣言（要約）
市制施行60周年

１．時代の潮流 …………………………………………………………………… 2
２．小牧市の現状 ………………………………………………………………… 4
３．まちづくりの主要課題 …………………………………………………………14
４．計画策定にあたっての前提 …………………………………………………16

目 次
序 章

１．計画の位置づけと目的 ………………………………………………………22
２．計画期間 ………………………………………………………………………23
３．計画推進における横断的な視点 ……………………………………………24
４．計画の構成と体系 ……………………………………………………………26

第Ⅰ章 計 画 の 概 要

１．戦略１ ……………………………………………………………………………38
２．戦略２ ……………………………………………………………………………39
３．戦略３ ……………………………………………………………………………41

第Ⅲ章 市 政 戦 略 編

１．安全・環境 ……………………………………………………………………48
２．健康・福祉 ……………………………………………………………………64
３．教育・子育て …………………………………………………………………82
４．文化・スポーツ ………………………………………………………………95
５．産業・交流 ………………………………………………………………… 107
６．都市基盤・交通 …………………………………………………………… 120

第Ⅳ章 分 野 別 計 画 編

第Ⅱ章 都 市ヴィジョン …………………………………………………………………… 32

資 料 編

第Ⅴ章 自 治 体 経 営 編  ………………………………………………………………… 144

第Ⅵ章 計 画 の 推 進 方 策 ……………………………………………………………… 162

……………………………………………………………………………………… 166

　世界的にも高水準で推移する高齢化率、想定を上回るスピー
ドで進む少子化、変化の激しい社会経済情勢等、先行き不透明
な時代においては、自らがフロントランナーとなる気概を持ち、未
来を切り拓くための「チャレンジ」を続けなければなりません。
　私は、これまで「改革と創造の市政」、「チャレンジする市政」
を掲げ、未来を見据えた様々な改革と小牧市の明るい未来につ
ながる新たなチャレンジに全力を注ぎ、信念とスピード感を持って
市政を運営してまいりました。
　「小牧市まちづくり推進計画」は、私のもと、小牧市が続けて
きた「チャレンジ」を具現化したもので、いくつかの特徴を持っています。
　第一に、「基本構想に相当するものとして市民憲章を位置づけ、基本計画は市長が定め
る。」というものです。基本構想は昭和60年に制定した「小牧市民憲章」にその役割を持た
せ、基本計画は平成27年に制定した「小牧市自治基本条例」において、「市長が基本計画
を定め、議会は計画に基づいた予算を議決する」ことを明文化しました。
　第二に、計画の構成として、市長マニフェストを落とし込み優先的に経営資源を投入する
「市政戦略編」と、行政が着実に実施する「分野別計画編」とに分けることで、限りある経
営資源をどのように配分するのかを明確にしました。
　第三に、市長マニフェストを計画に落とし込むため、４年ごとの市長任期にあわせて見直
すこととしました。
　これらの特徴を持つ「小牧市まちづくり推進計画第２次基本計画」は、第１次基本計画で
掲げた３つの都市ヴィジョンを承継し、ＳＤＧｓやダイバーシティの考えも包含するとともに、
ＤＸの推進やカーボンニュートラルの実現など、時代の潮流に対応すべく新たな視点を加
えた計画としました。
　今後はこの新しい計画のもと、「こどもが夢を育み、高齢者や障がい者をはじめ、誰もが
安心して暮らせる、持続可能で、魅力と活力あふれる夢ある小牧市」の実現に取り組んでま
いります。
　結びに、本計画の策定にあたってご尽力を賜りました小牧市まちづくり推進計画審議会
委員の皆様、市議会議員の皆様をはじめ、貴重なご意見、ご提言をいただきました市民の
皆様に深く感謝を申し上げます。

　　令和６年３月
小牧市長　山下 史守朗

市長あいさつ


